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◆
芭
蕉
は
「
野
ざ
ら
し
を

心
に
風
の
し
む
身
か
な
」

と
詠よ

み
わ
ず
か
十
七
文
字

の
中
に
、
禅
的
な
人
生
観

を
こ
め
、
生
活
と
芸
術
の

一
致
す
る
も
の
を
歌
い
あ

げ
、
以
来
さ
ら
に
十
年
、

「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野

を
か
け
め
ぐ
る
」
の
句
を

辞
世
と
し
て
没
す
る
ま

で
、
俳
諧
一
筋
の
道
を
歩

ん
で
、
日
本
人
の
詩
の
心

を
育は
ぐ
く
ん
だ
。
◆
江
戸
城

無
血
明
け
渡
し
を
や
り
明

治
維
新
の
完
遂
の
縁
の
下

の
支
え
に
徹
し
た
勝
海
舟

は
、「
行こ
う

蔵ぞ
う

（
出
処
進
退
）

は
我
に
存
す
、
毀き

誉よ

は
他

人
の
主
張
、
我
に
与あ
ず
か
ら

ず
、
我
に
関
せ
ず
」
と
批

判
を
超
越
し
て
時
代
を
み

て
い
た
。
◆
つ
か
む
べ
き

こ
と
は
、
一
つ
の
こ
と
に

取
り
組
み
、
心
眼
、
活
眼

を
も
っ
て
、
自
己
の
存
在

を
延
長
し
て
大
所
高
所
、

全
体
を
み
る
こ
と
の
意
義

の
大
き
い
こ
と
だ
。
た
と

え
、
職
場
の
一
隅
に
い
よ

う
と
も
、
主
流
か
ら
離
さ

れ
た
傍
流
に
い
よ
う
と

も
、
見
る
目
、
見
通
す
目
、

考
え
る
態
度
、
判
断
力
が

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
立
場

を
組
織
の
中
で
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。
一
つ

の
仕
事
に
二
年
、
三
年
、

い
や
五
年
、
十
年
携
わ
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
価
値

の
あ
る
な
に
も
の
か
を
、

掴
み
と
る
こ
と
が
出
来
る

な
ら
ば
、
一
生
黒
子
に
徹

す
る
の
も
立
派
な
人
生
。

（
嘉
彦
） や

ま
び
こ
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36
回
目
の
団
地
ま
つ

り
、い
か
が
で
し
た
か
？

居
住
者
の
皆
様
に
は
大

き
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
祭
り
開
催

中
、
大
き
な
事
故
も
起
こ

ら
ず
、
無
事
に
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
治

会
の
役
員
は
じ
め
何
時
も

快
く
協
力
し
て
く
だ
さ
る

各
サ
ー
ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
二
大
中
お
よ
び
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
そ
れ
に
近
隣
自
治

会
、
町
会
、
そ
の
他
多
く

の
方
た
ち
の
お
力
添
え
に

よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
盆
踊
り
を
踊
る

人
、
見
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ

の
輪
が
で
き
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
と
く
に
今

年
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
の

姿
が
多
い
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
祭
り
を
通
し

て
顔
見
知
り
が
増
え
た
と

い
う
う
れ
し
い
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

36
回
を
ふ
り
か
え
っ
て

い
か
が
で
す
か
。

六
丁
目
団
地
で
生
ま
れ

育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
父

六丁目団地自治会は、難病の「TOくんを救う会」を応
援して、団地居住者のみなさまに、団地まつりの中での
募金を呼びかけました。まつりの29・30日の両日、受
付に募金箱を設置。居住者の皆様からの募金は5万2千
円となりました。ご協力ありがとうございました。

二大中の生徒会、PTAが募金活動
団地まつりの29日、二大中生徒会の皆さんが、TO君

を救う募金活動を行いました。先生や保護者も加わり、
中央広場入り口で、2時間にわたって訴えました。30日
は、二大中PTAの役員の皆さんを中心に、OBも応援に
来て、1時間余りの募金活動を行いました。「団地の皆さ
んは本当に温かい。街頭募金とまったく雰囲気が違う」
と山本校長先生も語るように、皆様の協力で、29日は
14万円、30日は7万円の募金が寄せられたそうです。

親
母
親
に
な
っ
て
自
分
た

ち
の
子
ど
も
に
こ
の
祭
り

を
見
せ
た
い
、
ま
た
、
い

つ
も
は
会
え
な
い
家
族
が

祭
り
に
は
帰
っ
て
く
る
と

の
話
を
多
く
聞
き
ま
し

た
。う
れ
し
い
限
り
で
す
。

そ
う
し
た
気
持
ち
が
あ
っ

た
か
ら
36
年
も
続
い
て
、

「
ふ
る
さ
と
の
祭
り
」
と
な

っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

喫
煙
場
所
な
ど
、
毎
年
、

工
夫
を
し
て
い
ま
す
ね
。

祭
り
を
い
っ
し
ょ
に
つ

く
り
あ
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
よ
び
か
け
、
多
く
の

方
が
協
力
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の
分
別

回
収
も
３
年
目
に
な
り
ま

し
た
が
、「
混
ぜ
れ
ば
ゴ

ミ
、
分
け
れ
ば
資
源
」
と

い
う
考
え
で
、
夜
店
の
方

も
ふ
く
め
て
多
く
の
方
に

協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
定
着

を
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
と
し
初

め
て
喫
煙
場
所
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
子
ど
も

た
ち
の
訴
え
が
き
っ
か
け

で
し
た
。「
こ
の
団
地
は

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
多

い
」「
歩
き
タ
バ
コ
は
子
ど

も
の
顔
に
当
た
っ
て
危
険
」

と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

喫
煙
所
設
置
の
効
果
も
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
36
回
納
涼
団
地
ま
つ
り
高
橋
久
美
子
実
行
委
員
長
に
聞
く

こ
れ
か
ら
も
進
化
し
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
の
予
定
は
、
い
つ

頃
で
し
ょ
う
か
。

亀
出
神
社
の
お
祭
り
が

二
年
に
一
度
、
８
月
初
め

が
恒
例
。
来
年
か
ら
日
程

が
重
な
ら
な
い
様
、
当
自

治
会
で
は
、
７
月
の
最
終

の
土
日
と
い
う
方
向
で
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

発行　公団大島六丁目団地自治会
編集　広　報　部・事　務　局

Q：自治会で、車椅子を貸し出ししていますか?
A：お貸ししています。
条件は、会員証の提示と。1日あたり、50円です。
自治会事務所か、棟代表者に申し込んで下さい。

Q：住宅修繕の自己負担区分を、教えて下さい。
A：都市機構との賃貸借契約書に、甲と乙の住宅修繕負
担区分が細かく明文化されています。しかし、経年劣化
による処は、個々の事例に若干相違がありますから「管
理サービス事務所」に相談して下さい。
都市機構の「管理サービス事務所・3号棟」の電話は、
3685-7664。なお、水・日、祝日は休みです。

※事務所が休日の場合で、葬儀など緊急の「集会所」申し込み
は、内山連絡員（6-348）又は　永井連絡員（6-315）へ。

※さらに、夜間・休日の水漏れ等、困った時の、
「JS緊急事故時間外受付センター」の電話は
0570-002-004 または、048-839-0901へ。

（土、日、祝日も　24時間受付）

TO君を救う募金への
ご協力に感謝します

自治会35周年記念で広報紙の保存版を作成しま
す。創刊号から107号までの広報紙を探していま
す。お持ちの方は自治会事務所までご連絡下さい。

昔の広報紙ありませんか？

総合防災訓練を
11月12日（日）
に行います!!

納涼団地まつりのお神輿

子供山車、
320人長蛇の行列

常盤の芭蕉像

わたしも、あなたも、全員参加!!
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毎
週
金
曜
日
発
行
の
毎
日
新
聞
夕
刊
に

「
わ
く
わ
く
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」
と

い
う
特
集
企
画
が
あ
り
、
縦
・
横
合
わ
せ

て
１
４
０
問
ほ
ど
の
設
問
と
そ
の
ヒ
ン
ト

に
答
え
る
と
い
う
ク
イ
ズ
企
画
で
あ
る
。

最
初
は
晩
酌
後
の
ヒ
マ
つ
ぶ
し
の
つ
も

り
で
気
軽
に
エ
ン
ピ
ツ
を
採
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
の
難
物
と
き
た
。

出
題
は
歴
史
、
地
理
、
文
学
、
美
術
、

化
学
、
芸
能
、
趣
味
、
旅
行
等
な
ど
あ
ら

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
り
、
な
か
に
は
禅
問

答
の
よ
う
な
珍
問
も
あ
れ
ば
、
子
供
の
謎

謎
み
た
い
な
問
題
に
苦
吟
す
る
こ
と
も
あ

る
。
得
手
、
不
得
手
、
最
初
か
ら
知
ら
な

い
こ
と
、
記
憶
に
な
い
も
の
は
答
え
よ
う

が
な
い
。

「
馬
鹿
の
考
え
休
む
に
似
た
り
」
と
は
、

よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
結
局
出
題
者
の
意

図
を
正
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
正
解
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
段
々
判
っ
て
き
た
。

回
を
重
ね
る
に
し
た
が
い
、
ヒ
ン
ト
の

裏
を
読
む
コ
ツ
も
板
に
つ
く
と
同
時
に
、

自
分
の
頭
も
い
く
ら
か
回
転
が
よ
く
な
っ

た
か
と
い
う
ウ
ヌ
ボ
レ
か
、
自
信
か
、
変

な
挑
戦
者
の
気
概
ま
で
覚
え
る
始
末
。

そ
れ
に
し
て
も
不
思
議
な
の
は
、
今
日

い
く
ら
考
え
て
も
解
け
な
か
っ
た
問
題

が
、
翌
日
、
発
想
を
か
え
た
と
た
ん
、
ズ

バ
リ
正
解
を
発
見
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

と
な
っ
た
。

ぼ
つ
ぼ
つ
期
限
切
れ
か
と
思
う
ほ
ど

「
も
の
忘
れ
」
の
ひ
ど
く
な
っ
た
頭
が
、

時
た
ま
と
ん
で
も
な
い
生
彩
を
発
揮
す
る

こ
と
が
あ
る
。

脳
と
は
不
思
議
な
代
物
で
あ
る
。
刺
激

も
強
い
ほ
ど
よ
い
の
か
、
継
続
的
刺
激
が

よ
い
の
か
私
に
は
判
ら
な
い
。
と
に
か
く
、

ロ
ス
タ
イ
ム
に
入
っ
た
脳
細
胞
が
思
い
が

け
な
い
シ
ュ
ー
ト
を
打
っ
て
人
を
驚
か
せ

る
の
は
痛
快
だ
。

と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
る
が
、
先
日
、
銀

行
で
の
所
要
を
済
ま
し
、
帰
宅
後
、
持
参

し
た
手
提
げ
鞄
の
整
理
を
始
め
た
と
こ

ろ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
３
枚
を
い
れ
た

名
刺
入
れ
が
無
い
。
あ
わ
て
て
鞄
の
中
身

を
全
部
タ
タ
ミ
の
上
に
晒
け
出
し
て
見
た

が
見
当
た
ら
な
い
。
直
ち
に
銀
行
に
電
話
。

以
上
の
事
情
を
説
明
し
て
、
カ
ー
ド
の
即

時
使
用
停
止
の
手
続
き
を
依
頼
し
た
。

こ
れ
で
一
ま
ず
安
心
。
も
う
一
度
、
念

の
た
め
鞄
の
中
身
を
全
部
取
り
出
し
て
、

矯た

め
つ
眇す
が
め
つ
鞄
の
内
部
を
改
め
て
検
証

し
て
み
た
。
す
る
と
鞄
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
の

後
ろ
に
、
な
ん
と
も
う
一
ヵ
所
か
く
し
ポ

ケ
ッ
ト
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
ま
さ
か
と

思
い
な
が
ら
、
祈
る
よ
う
な
思
い
で
手
を

差
し
入
れ
て
み
る
と
、
ま
さ
に
そ
の
「
ま

さ
か
」
で
す
。

お
お
神
様
！
　
た
い
へ
ん
お
騒
が
せ
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の

効
能
も
ち
ょ
っ
と
割
引
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。

（
79
歳
・
５
号
棟
在
住
）

キ
ー
ワ
ー
ド
は〝
も
の
忘
れ
〞

向
井
和
夫

第
36
回
納
涼
団
地
ま
つ
り
も
、

大
過
な
く
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
突
然
の
ア
ク
シ
デ
ン

ト
が
起
こ
っ
た
。
大
抽
選
会
が

終
わ
っ
た
直
後
の
、
７
時
半
頃

か
ら
ド
シ
ャ
り
の
雨
。
人
出
の

大
半
は
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
思

わ
れ
、
盆
踊
り
も
中
止
か
と
心

配
し
た
が
、
皆
の
熱
意
か
！

８
時
頃
に
は
夕
立
も
止
み
、
再

び
場
内
は
溢
れ
る
お
客
で
盛
り

上
が
っ
た
。
あ
ぁ
ヨ
カ
ッ
タ
ー
。

２
日
目
お
祭
本
番
は
、
遅
か

っ
た
梅
雨
も
今
日
で
あ
け
雲
一

点
の
な
い
快
晴
。
酷
暑
に
な
る

か
と
心
配
し
た
が
、
近
年
に
な

い
爽
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
。

子
供
神
輿
・
山
車
に
は
昨
年

よ
り
大
勢
の
３
２
０
人
の
チ
ビ

ッ
コ
参
加
は
、
頼
も
し
い
。
神

輿
も
90
人
に
余
る
担
ぎ
手
若
衆

で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

夜
店
も
86
店
舗
と
、
大
盛
況

で
し
た
。

イ
ン
ド
、中
国
、韓
国
、香
港
な

ど
外
国
人
の
皆
さ
ん
も
、同
じ
団

地
の
住
民
と
し
て
仲
良
く
楽
し

く
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
国

籍
、
６
号
棟
在
住
・
サ
ン
カ
ー

ル
さ
ん
談
「
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」

団
地
の
皆
さ
ん
、
諸
行
事
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
Ｈ
）

ゴミ箱作り、野菊の会が奉仕作業
団地まつりの、ゴミ減量作戦で「野菊の会」6人の皆さん
のご奉仕によって、祭広場ゴミ置き場への10ヶ所分60個の箱
を作って頂きました。お蔭様で祭当日、夜９時半からの片付
けも、6種類に分別処理されておりましたので、手際よく終
了することが出来ました。感謝！

2006年（平成18年）7月29日（土）・30日（日）

担ぎ手若衆、記念撮影

お
ま
つ
り
、

う
れ
し
い
ィ

ヒップホップダンスも
おまつりを盛り上げた！

子供山車、大賑わい

痛ぇィ、何だょ

勇壮、若竹太鼓

次世代の担ぎ手、目線決まっているゾォ

ウチの子 1番ョ！　写真家全員集合。

ヤクルト貰って、そして 疲れちゃったぁ

神輿、団地まつり本部前の景気付け

お腹の出具合も、
バギーちゃんも一人前

金魚すくいも変った？

夜店86店舗、大盛況！

こっち向いてぇ　
ジィジでないってばぁ

大抽選会の　はぁじぃまぁーりィ

楽しい、盆踊り

豆しぼりと ハッピでお似合い！

今年のまつりは、
アンパンマンで

輪投げ、入った！ こちら、ストライク！

夕立上がって、泥んこ遊び

お祭り　ひょうきんな娘

ねぇ　耳
コチョ　コチョ

くすぐったいヨ
馬鹿ッ

ゴミ減量作戦、
準備OK !

ゆかた　可愛いッ子ちゃん

◎土曜日の子どもの山車、子どもの
神輿とも人が多く、子どもが増え
てきたなぁと感じた。若いお父さ
んやお母さんも多く、にぎやかだ
った。

◎少し軽い大人神輿にして、保育園
の先生やお母さんにも担いでいた
だいた。軽めでよいか、もう少し
重いものにするか、そこが悩みど
ころだ。

◎夜店の人たちも、突然の夕立だっ
たけど、その後もかなり売り上げ
があったとのこと。6団のまつりで
は収益があって、夜店関係では評
判がよいそうだ。

◎盆踊りも3重の輪ができて、盛り上
がってきている。外国人の小さい
娘さんなども踊っていた。六丁目
団地音頭もだいぶ知られてきたの
ではないか。音響もよかったし、
やぐらのちょうちんや紅白幕もき
れいになってよかった。

◎大抽選会は、例年、期待が高く人
出も多い。そのぶん、あれこれと
クレームもついて、取り仕切るの
は大変だ。

◎祭りのパトロールに、シルバーポ
リスの方々、江東病院の事務職員、
地元消防団、二大中PTAなどのご
協力があった。子どもの迷子が多
く、あるお子さんは西大島近くま
で移動していた。

◎土曜日夜、若い女性が急性アル中
になって救急車で運ばれた。未成
年にはアルコールの販売を禁止す
るように、お店にも協力を求めて
いきたい。夜遅くの花火などは迷
惑。夜11時ころに一度パトロール
を検討できないか。

◎突風で日曜日の朝、夜店のテント
が倒れていた。危ないので、テン
トに重石をつけるなどの検討が必
要ではないか。

◎金曜日の子ども映画会は5本の映画
を上映。のべ150人の参加があった。
幼児向けと小学生向けと順番をつ
けたほうが子どもは集中して鑑賞
できるのではないか。

◎ゴミの分別回収がかなり浸透して
きた。土曜日の夜の状況で、藤棚
の下にゴミ箱を増やした。日曜日
の夜、サークルや実行委員、ボラ
ンティアの皆さんの協力で、全体
清掃をきちんとできたので、居住
者からも「今年はきれいだ」と褒
められた。夜店の方々も分別回収
に協力してくれた。

◎喫煙所をもうけた中央広場では、
タバコの吸殻が落ちているのを見
かけなかった。すばらしいことだ。
喫煙所を設けることで、みんなの
喫煙マナーがよくなると思う。

◎祭りの記録、「ビデオ」、DVD、アル
バムができた。自治会事務所で貸し
出しますので、見て下さい。
（自治会HPにも祭
りの写真・動画も掲
載している。http://
www.6-dan.com）

第36回納涼団地まつり・一言
実行委員会での声を拾いました。

祭りの写真は、
新野和弘（3号棟）
根本　武（6号棟）
村瀬　修（2号棟）
各位にご協力頂きました。

喫
煙
所
設
置
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6月
20日 健全育成会北部地区会議出席、七夕準備
21日 大島地区非行化防止協議会夏季対策

全体会議出席
25日 4号棟不用自転車整理実施
27日 ショッピングセンターとの話し合い

実施
30日 幹事会開催
7月
1日 東・城北ブロック会議出席、七夕飾り

付け実施、団地まつり夜店区画割り
2日 団地まつり実行委員会開催
3日 団地まつり夜店募集開始

4日 大島地区北部地区区民まつり実行委
員会出席

6日 二大中教賛会総会出席
7日 大島地区区民まつり実行委員会出席
8日 第5回棟代表者会議開催
11日 二大中地区懇談会参加
15日 団地まつり夜店募集締め切り
16日 団地まつり夜店場所決め抽選会開催
18日 臨時幹事会開催
19・20日　盆踊り練習行う
20日 大島地区自治会連合会常任理事会参

加、まつりゴミ係りアルバイト締め
切り

夏
期
パ
ト
ロ
ー

ル
を
７
月
21
日

〜
８
月
30
日
の

７
日
間
実
施
し
ま

し
た
。

二
大
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
都
営
大
島
六

丁
目
ア
パ
ー
ト
自

治
会
、
大
島
三
丁

目
団
地
自
治
会
と

と
も
に
、
午
後
９

時
半
か
ら
２
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
巡

回
し
ま
し
た
。

自
転
車
の
無
灯

火
、
打
ち
上
げ
花

火
な
ど
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
注

意
を
行
い
ま
し

た
。

青
少
年
文
化
部
で
は
、
高
さ
５
m
の
笹
飾
り
を
２
本
備
え
付
け
た
。
子
供

た
ち
は
、
七
夕
様
へ
の
願
い
を
、
２
６
０
枚
余
の
短
冊
に
書
い
て
託
し
た
。

日
本
が
世
界
で
活
躍
し
た
世
相
が
浮
か
び
、
金
の
荒
川
静
香
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
、

水
泳
、
卓
球
の
愛
ち
ゃ
ん
等
へ
の
思
い
が
、
浮
か
び
上
が
っ
た
。

21日 夏期パトロール実施
22日 まつりゴミ係りアルバイト会議開催
23日 団地まつり備品倉庫整理他実施
26日 やぐら組み立て行う、団地まつり用

配線工事行う
27日 団地まつり用配線工事行う、ゴミ箱

作り行う（野菊の会協力）
28日 こども映画会、提灯つり行う、夏期

パトロール実施
29・30日　第36回納涼団地まつり開催
31日 団地まつり後片付け実施
8月
2日 大島地区区民まつり中央実行委員会

参加
3日 夏期パトロール実施
4日 広報部会開催、東京23区自治協

幹事会出席
5日 団地まつり反省会開催
10日 夏期パトロール中間報告会参加
12日 広報編集会議開催
18日 夏期パトロール実施
21日 青空市業者申し込み締め切り
22日 夏期パトロール実施
25日 夏期パトロール実施
26日「みんなの会報」再校正行う
30日 夏期パトロール実施

ツ
バ
メ
た
ち
は
４
月
初

旬
、
日
本
か
ら
遠
く
６
千

キ
ロ
も
離
れ
た
イ
ン
ド
シ

ナ
半
島
や
マ
レ
ー
半
島
方

面
か
ら
渡
っ
て
来
る
。

ツ
バ
メ
は
人
間
を
信
じ

て
、
安
全
安
心
に
子
育
て

が
出
来
る
よ
う
考
え
て
今

年
も
、
人
通
り
が
多
い
２

号
棟
ピ
ロ
テ
ィ
入
り
口
の

梁
に
営
巣
し
た
。

毎
年
同
じ
と
こ
ろ
に
帰

夏期パトロール実施

材料、（3人前）
ゴーヤ　1本、豚コマ　100～150g
豆腐　2分の1丁、にんじん　2分の1本
干し椎茸　2個（お好み）、卵　1個
調味料　だしのもと　塩　砂糖

調理法
①ゴーヤを、縦半分に切り、スプーンで中わた
と種を取り除き、5mmくらいの横切りにする。

②木綿豆腐は水切りして、1口大に手でちぎる。
③にんじんと水で戻した干し椎茸は、千切りにする。
④フライパンに油をひき温めて、肉、豆腐、に
んじん、椎茸の順にいため、肉に火が通った
ら、ゴーヤを入れる。
後に、調味料、砂糖小匙 1、塩で味を整える。
仕上げにときほぐした卵を全体に回しかけ

て、直ぐ火を止める。
砂糖を入れることによって、ゴーヤの苦味が

和らぎます。ゴーヤは、ビタミンも豊富で暑い
夏には最適の食材、スタミナがつきます。お試
しください。

沖縄伝来

「ゴーヤチャンプル」

この笑顔から元気をもらい、
みんなの幸せの輪を広げよう。

写真撮影協力：

掲載写真撮影は、原助治郎、田川暁子、倉又頼夫

玉ねぎに涙しながら？　団子作り

ろくだんの

（
評
）
人
に
思
い
や
り
あ
る
、
優
し
い
元
気
な
子
に

育
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
祈
り
ま
す
。

っ
て
く
る
習
性
か
ら
み

て
、
昨
年
こ
こ
を
巣
立
っ

た
親
子
が
帰
っ
て
来
た
の

だ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
２
〜
３
回

の
子
育
て
を
し
て
、
９
月

下
旬
頃
か
ら
10
〜
25
羽
の

小
さ
な
群
れ
で
、
暖
か
な

南
国
に
向
か
っ
て
飛
び
立

つ
。「健

全
で
幸
福
な
家
に

は
、
ツ
バ
メ
が
来
る
」
と

い
う
昔
か
ら
の
言
い
伝
え

が
あ
っ
て
、
春
ツ
バ
メ
が

来
な
い
年
は
、
運
勢
の
不

吉
を
感
じ
る
と
い
う
。

ろ
く
だ
ん
の
み
ん
な
の

幸
せ
の
為
に
も
、
ま
た
、

来
年
是
非
元
気
に
帰
っ
て

来
て
欲
し
い
と
、
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

よ
う
こ
そ
　
今
年
も
!!

ツバメ、日本でのライフサイクル
巣作り完成後3日目に産卵→抱卵
14日で誕生し→21日目で巣立つ

沖縄 石川市出身　岡 喜恵子（5号棟在住）

ろくだんの野の花
カワラナデシコ（ナデシコ科）

秋の七草の一つとして昔から親しまれている、
野の花である。
しかし、地球温暖化のせいもあってか、ろくだん

（7号棟北西角）では、6月初旬から咲いている。
この名で分かるように、川原の水気の少ない

ところや海岸の砂礫地を好んで自生する。
この暑いさなか、か細い体をしていながら、

水分の取りにくい土壌を選ばなくてもと、気を
もむところだ。
しかし、花の紅の鮮やかさは、緑の草地に目

立って美しい。色は開花時には濃く、だんだん
日を追って淡くなる。
ここ数年来、若干株が増えているように思う

が、みんなで大切に育てて、楽しみたい、野の
花の一つである。（'06.6.14 写真、文　倉又頼夫）

日
時：

10
月
８
日
（
日
）

午
前
11
時
よ
り

場
所：

四
大
小
屋
内
体
育
館（
予
定
）

対
象：

昭
和
16
年
12
月
31
日
迄
に
誕

生
で
名
簿
に
登
録
済
の
方
。

65
歳
以
上
で
名
簿
未
登
録
の
方
は

自
治
会
事
務
所
に
お
申
し
出
下
さ

い
。

締
め
切
り：

10
月
４
日
、
午
後
５
時
。

＊
当
日
は
、
お
飲
み
物
、
お
食
事
と
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
、
お
楽
し
み
頂
き
ま
す
。

訂正：前号、フロア会議報告書にて「ダストシュートに生ゴミを捨てるのにビニール袋でよい」と答えましたが、「商店の買い物袋（ポリエチレン製）」の誤りでした。

主催・大島六丁目団地自治会


